
 

 

 

 

 

ランナー調査研究レポート 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年８月  

 

京都マラソン実行委員会事務局 

（京都市文化市民局市民スポーツ振興室） 

 

調査研究：京都マラソン 2014 マネジメント・リサーチ・チーム 

           同志社大学スポーツ健康科学部二宮研究室 

           龍谷大学経営学部松永研究室 

         立命館大学スポーツ健康科学部長積研究室 

【調査研究の結果概要】 

☑ 男性ランナーの 5 割がサブ 3・サブ 4、女性ランナーの 5 割がサブ 5 

☑ 男性・女性ランナーのサブ 3・サブ 4 はフルマラソンの完走 10 回以上が 4 割弱 

☑ 男性・女性ランナーのサブ 3・サブ 4 は 3 割以上がランニング歴 10 年以上 

☑ 大会全体では、スタッフ・ボランティアの対応、ホームページの満足度が高い 

☑ スタートでは、スタート時刻の変更、手荷物預かりの満足度が高い 

☑ コースでは、沿道の応援、給水の満足度が高い 

☑ フィニッシュでは、フィニッシャータオル、完走メダルの満足度が高い 

☑ 7 割以上のランナーが京都マラソン 2015 のコース変更検討を知っている 

☑ 京都マラソン 2014 の評価は男性が 84.2 点、女性が 85.3 点 

☑ 京都マラソン参加理由は、京都で行われる大会、観光名所を走ることができること 

☑ 男性ランナーの９割、女性ランナーの９割弱が京都マラソン 2015 に参加予定 
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Ⅰ 調査研究の概要 

 

1. 調査目的 

本調査は、「京都マラソン2014」参加ランナーを対象として、ランニング活動、イベント満

足度・評価、イベント消費支出、マラソン参加、ランニング関与、個人属性などについて調査す

ることにより、今後の大会運営の改善を図るとともに、スポーツ参加者の行動様式を明らかにす

ることを目的としている。 

 

2. 調査内容 

1) ランニング活動 

エントリー種目、フルマラソン完走タイム、フルマラソン完走回数、ランニング大会出

場回数、ランニング歴、月間平均走行距離、月間平均走行頻度、陸上競技協会登録 

2) イベント満足度・評価 

大会全体、スタート、コース、フィニッシュ、スタート会場、コース設定、フィニッシ

ュ会場 

3) イベント消費支出 

交通費、宿泊費、飲食費、日用品・食品費、土産代・買物費、スポーツ用品費、入場料・

施設使用料 

4) マラソン参加 

同伴者、イベント情報収集、参加理由、京都マラソンの参加予定、マラソン参加経験、

交通手段、所要時間、宿泊日数 

5) ランニング関連 

シューズ所有数、ウエア所有数、ランニング用品へのこだわり、ランニング関連消費支

出、ランニングへの取組 

6）個人属性 

性別、年齢、居住地、職業、世帯所得、最終学歴 

 

3. 調査対象 

京都マラソン2014の参加ランナー 

 

4. 調査期間 

平成２６年2月19日～3月10日 

 

5. 調査方法 

インターネット調査：京都マラソン2014公式サイトや参加案内パンフレットで告知するとと

もに、参加ランナーへのメール連絡において調査実施の案内を行った。承諾したランナーがリン

ク先の「京都マラソン2014ランナー調査」ウェブサイトにて回答を行った。 

 

6. 回収結果 

有効標本数：4,483 票  
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7. 調査研究の分析枠組み 

本調査研究は、ランナータイプと性別によって類型化した京都マラソン参加者の行動様式を

明らかにすることを目的としており、その研究成果を大会運営のための基礎資料として役立て

ることを目指している。 

本調査研究の分析枠組みは、独立変数（説明変数）としてランナータイプと性別を設定した。

ランナータイプは、自己ベストタイムが 3 時間未満と 4 時間未満のランナーを「サブ 3・サブ

4」、4 時間以上 5 時間未満のランナーを「サブ 5」、5 時間以上のランナーと完走したこと

がないランナーを「5 時間以上・完走経験なし」というグループに分類した。つまり、男性と

女性別に、マラソンの完走タイムが異なるランナーの行動様式について分析していく。従属変

数（被説明変数）には、行動様式として、ランニング活動、イベント満足度・評価、マラソン

参加、ランニング関連を取り上げた。 

  



- 3 - 

 

Ⅱ. 京都マラソン 2014 の概要  

 

第 3 回大会「京都マラソン 2014」は、日程をこれまでの 3 月第 2 日曜日から２月第３日

曜日に変更し、スタート・終了時間を 30 分繰り下げるとともに、開催日の２月 16 日が京都

議定書の発効日と重なることから、これまでの「東日本大震災復興支援」に加え、「DO YOU 

KYOTO?マラソン」を新たにメインコンセプトの一つに掲げて実施した。 

開催に当たっては、「京都市民枠」の新設による定員の 1,000 名増、日程変更による積雪や

寒さ対策、新たに掲げた「DO YOU KYOTO?マラソン」にふさわしい環境に配慮した取組、

「InterFaith 駅伝～平和を願う祈りの駅伝～」の併設など、多くの新たな取組を行った。 

当日は、市民及び事業者の皆様並びに関係機関の御協力の下、競技運営や医療救護面におい

て大きな事故もなく、安全で円滑な大会を運営することができ、国内外から参加された約

15,500 名のランナー、大会を支えた約 14,400 名のスタッフ・ボランティア、応援いただ

いた約 478,000 名の観客の皆様、延べ 500,000 名を超える方々の参加の下、京都から息の

長い復興支援の力強いメッセージを発信した。 

（下線部：前回大会からの主な変更点） 

大会名称 京都マラソン 2014 

メインコンセプト 「DO YOU KYOTO?マラソン」「東日本大震災復興支援」 

主  催 京都市、一般財団法人京都陸上競技協会 

共  催 京都市体育振興会連合会、京都新聞社、KBS 京都、α-STATION 

日  時 

平成 26 年 2 月 16 日（日） 

  8:55 車いす競技 スタート 

  9:00 マラソン・ペア駅伝 スタート 

15:00 マラソン・ペア駅伝 終了 

定  員 

マラソン  15,900 名  

ペア駅伝  100 組 200 名  

車いす競技 20 名 

ランナー数 
出走者 15,532 名  

完走者 14,596 名 （完走率 94.0％）  

スタッフ数 約 14,400 名  

応援人数 約 478,000 名  

おこしやす広場 

入場者数 
約 26,000 名 ＜2 月 14 日（金）～15 日（土）＞ 
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Ⅲ. 京都マラソン 2014 の検証 

 

１ 荒天によるランナー受付時間延長 

大会 3 日前、2 月 13 日（木）の夕刻から降雪があり、翌 14 日（金）のランナー受付開

始時、会場のみやこめっせは雪に覆われた。幸い、その後、雪は雨に変わり、京都市内に大

きな影響はなかったものの、関東地方を中心に大会前日、15 日（土）の交通機関が大きく

乱れた。これを受け、同日のランナー受付締切を当初予定の 19:00 から 22:00 まで延長す

ることとし、その旨を 15 日（土）の 10:30 に公式サイトを通じ発表した。この延長措置

に対し、感謝する声が寄せられる一方、できるならば 14 日（金）中に延長の判断が欲しか

ったとの意見もあり、今後、同様の事態が発生した際は、より速やかな判断を行いたい。 

 

２ 走路対策 

前日までの雪、雨により、鴨川（賀茂川）の河川敷の走路環境が悪化した。当該区間は土

系舗装されているものの、水たまりが発生したため、京都マラソン実行委員会事務局職員や

運営スタッフが、夜を徹した除水作業により環境整備を行った。この作業についてテレビ等

で紹介されたこともあり、ランナーから賞賛する声を多数いただいた。引き続き、少しでも

走りやすい環境整備に努めてまいりたい。 

 

３ スタート時間の後ろ倒し 

  ２月開催に伴い、寒さや日の出時間、降雪時の除雪対応等を考慮し、スタート時間をこれ

までの 8:30 から 30 分遅らし 9:00 とした。運営上の問題点も特段なく、ランナーからも、

「非常に満足」「満足」の回答が約 85％を占めるなど、大きな支持を得ることができた。次

回以降も 9:00 スタートを継続していきたい。 

 

４ 定員 1,000 人増 

  京都市民枠の新設に伴い、定員の 1,000 人増を行った。一部のランナーからは、「もっと

定員を増やしてほしい」という声があったものの、スタート直後やコース幅が１車線になる

後半部分を中心に混雑が激しいので、16,000 人の定員を多いと感じる意見もあった。これ

らは、フルマラソンやハーフマラソンの経験がないランナーの「何となくの予想タイム」や

「走力に合わないタイム申告」により、前方ブロックに走力のないランナーが配置され、後

続のランナーが追い抜くのにストレスを感じ、時にはぶつかったりと、スムーズなスタート

に支障が生じたのが、一つの原因であると思われる。 

この点を踏まえ、次回大会においては、過去３年間にマラソン・ハーフマラソンの完走タ

イムを有するランナーを前方ブロックに配置するという、スタートブロックの整列方法の改

善（より走力に合った整列）を行うこととした。 
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５ 参加賞 BUFF 

  寒さ対策や京都マラソンの独自性の打ち出しを図る観点から、これまでのＴシャツに替わ

り、１枚でヘッドバンドやネックウォーマーなど、何通りもの使い方ができるスペイン生ま

れの多機能ギア・BUFF を導入した。そのユニークな形態は人気を博し、大会当日は半数を

超えるランナーに様々な方法で着用いただいた。ただ、京都マラソンの記念 T シャツを参加

の記念に希望する声も一定数あり、今後、オフィシャルグッズの数量充実等を通じ、その期

待に応えていきたい。 

 

６ ニックネームゼッケン 

  沿道の盛り上げを図る観点から、ニックネームゼッケン（有料／500 円）を初めて導入し

たところ、約 13％のランナーから申込みがあった。ランナーからは、「沿道からニックネー

ムで応援してもらえて本当に良かった」など大好評であり、また、応援者からも、「仮装が禁

止されているのでランナーはみんな同じような格好。そんな中、ニックネームで呼ぶことが

でき、とても応援しやすかったです」などと、沿道の盛り上がりに貢献した。次回以降も継

続的に実施していきたい。 

 

７ フィニッシュ会場 

前回大会 2013 大会において実施した岡崎公園を周回するランナーサービス導線や、み

やこめっせの一般応援者への開放は、突然の風雨、気温低下の影響も大きく受け、フィニッ

シュ後のランナーに長距離移動を強いるとともに、みやこめっせ会場内もランナーと応援者

で大きな混雑が生じる結果となった。この結果を踏まえ、2014 大会においては、ランナー

動線の大幅な短縮及び更衣スペースの拡大を図るとともに、混雑緩和を図る観点から、みや

こめっせのランナー専用エリア化及び応援者向けの待ち合わせ広場を２箇所（「北側」「南側」）

に分散させる取組を行った。応援者の迂回誘導が複雑となり、一部で混乱が生じる場面もあ

ったが、好天に恵まれたこともあり、無事運営することができた。次回大会においては、コ

ース変更に伴い、一部レイアウトの変更が必要となる。これまでの開催実績を活かし、スム

ーズな会場運営を図りたい。 

 

８ 「InterFaith 駅伝～平和を願う祈りの駅伝～」の併設 

  異なる宗教者がたすきをつなぐ４区駅伝が、「InterFaith 日本実行委員会」主催のもと、

京都マラソン実行委員会が運営協力し、京都マラソンに初めて併設開催された。当日は、京

都マラソンと同じコースを 10 組 40 名が出走し、仁和寺前、北山ふれあいセンター前（ノ

ートルダム学院小学校前）、河川敷・聖ドミニコ修道院前を中継点に全員がたすきをつなぎ、

完走した。開催に当たっては、ゼロからの企画となり、様々な調整が必要となったが、ペア

駅伝（２区駅伝）の実績も活かしながら、大きな問題なく運営することができた。次回大会

においても、引き続き併設開催されることとなっている。 
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Ⅳ. 調査研究の分析結果 

 

1. 個人属性  

 

1-1) 性別 

 

図1-1)、表1-1)は、マラソン参加者の男女比を示している。男性が77.9%、女性が22.1%

となっており、男性がおよそ8割を占めていた。 

 

 

1-2) 年齢（年代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-2)、表1-2)は、京都マラソン2014参加者の年齢層を示している。40歳代の参加者が

39.8%と最も多く、次いで30歳代と50歳代がほぼ同じ割合を占めていた。また、60歳以上の

参加者も約5%みられた。  
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1-3) 職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-3)、表1-3)は、参加者の職業を示している。会社員が64.3%と最も多く、次いで公務

員、自営業・自由業となっている。他の職業の割合は５%未満であった。 
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図1-4)、表1-4)は、マラソン参加者の世帯所得を示している。1,000万円以上の参加者がお

よそ2割と最も多く、次いで500万円前後の参加者が続いた。 

 

 

1-5)最終学歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1-5)、表1-5)は、参加者の最終学歴を示している。大学・大学院卒業または在学中が66.6％

と最も多い結果となった。 

1-4)世帯所得 
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2. ランニング活動  

 

2-1) フルマラソン完走タイム＜自己ベスト＞(京都マラソン2014の記録を含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-1)は男女別の自己ベスト記録別の分布状況である。本調査では、3時間未満のランナー

と4時間未満のランナーをサブ3・サブ4、5時間未満のランナーをサブ5、5時間以上・完走経

験なしのランナーを5時間以上・完走経験なしとグループ分けしている。男性では、サブ3のラ

ンナーが5.4%、サブ4のランナーが44.3％、サブ5のランナーが34.3%、5時間以上・完走経

験なしのランナーが16.0%となった。一方女性では、サブ3のランナーが0.1%、サブ4のラン

ナーが16.4%、サブ5のランナーが48.7%、5時間以上・完走経験なしのランナーが34.8%と

なった。 
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2-2) フルマラソン完走回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-2)は、ランナータイプとフルマラソン完走回数の特徴を男女別にまとめたものである。

合計で2～4回というランナーが最も多く、35.0%であった。また、完走回数が1回、2～4回

のランナーでは、サブ3・サブ4よりも5時間以上・完走経験なしの方が多くみられるが、5～9

回、10回以上になると5時間以上・完走経験なしよりもサブ3・サブ4の方が多くみられた。こ

れらの結果から、自己ベストが速いほど完走回数も多いという関係があると考えられる。 
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2-3) 1年間(2013年1月～12月)のランニング大会(5km以上)出場回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表2-3)は、ランナータイプとランニング大会年間出場回数の特徴を男女別にまとめたもので

ある。合計では2～4回と答えたランナーが34.6%と最も多く、男女ともに自己ベストが速いラ

ンナーほど、ランニング大会への参加回数が多いという傾向がみられた。また男女別では、5時

間以上・完走経験なしのランナータイプの0～1回と回答したランナーが男性で44.1%、女性で

32.2%とやや大きな差がみられた。 
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2-4) ランニング歴(継続年数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-4)は、ランナータイプとランニング歴の特徴を男女別にまとめたものである。合計では

2～5年未満と答えたランナーが最も多かった。男女ともに自己ベストが速いランナーほど、ラ

ンニング歴も長いという傾向がみられた。特に、サブ3・サブ4のランナーでは、10年以上続け

ている人がおよそ3分の1を占めているという結果になった。ランニング歴が多くなるほど、自

己ベストの記録も速くなっていくということが考えられる。 
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2-5) 月間平均走行距離(1ヶ月あたりに走る距離) 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

表2-5)は、ランナータイプと1ヶ月あたりの走行距離の特徴を男女別にまとめたものである。

合計では、51～100kmと答えたランナーがもっとも多く、全体の約3分の1を占めていた。ま

た、ランナータイプによって差が大きく、サブ3・サブ4のランナーは40%～50%が151km

以上走っているのに対し、5時間以上・完走経験なしのランナーのおよそ半分は0から50kmと

いう結果になった。自己ベストが速いランナーほど、よく走っているということが考えられる。 
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2-6) 月間平均走行頻度(1ヶ月あたりに走る日数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-6)は、ランナータイプと1ヶ月あたりの走行日数の特徴を男女別にまとめたものである。

合計で最も多く回答されたのは6～10日であり、35.7%という結果であった。また自己ベスト

が速くなるほど、ランニングの頻度も多くなるという傾向がみられた。特にサブ3・サブ4のラ

ンナーは、およそ4割が16日以上、すなわち2日に1回以上の割合でランニングを行っていると

いうことがいえる。 

  



- 15 - 

 

2-7) 陸上競技協会登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-7)は、ランナータイプと陸上競技協会への登録についての度数分布表である。登録して

いないランナーが9割前後となっている。また、登録しているランナーは、サブ3・サブ4に属

するランナーに多くみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 16 - 

 

3. イベント満足度・評価  

 

3-1) 大会全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-1)は、大会全体に関する満足度についてまとめたものものである。スタッフ・ボランテ

ィアの対応、大会ホームページ、参加案内パンフレットの送付時期などの評価が高かった一方、

大会参加料や大会開催日の変更、宿泊施設の料金設定などについては、相対的に評価が低かった。 
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2) スタート 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-2)は、スタートに関する満足度についてまとめたものである。スタート時刻や手荷物預

かり、スタート会場へのアクセス（阪急電車）などの評価が高かった一方、トイレの数、更衣エ

リア、スタート会場へのアクセス（臨時市バス）などについては、相対的に評価が低かった。 
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3-3) コース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-3)は、コースに関する満足度についてまとめたものである。沿道の応援、沿道での盛り上げイ

ベントなどの評価が高かった一方、折り返しやコース幅などについては、相対的に評価が低かった。 
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3-4) フィニッシュ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-4)は、フィニッシュに関する満足度についてまとめたものである。フィニッシャータオルや完

走メダル、給水（スポーツドリンク）などの評価が高かった一方、待ち合わせ広場やおつかれさま広

場などについては、相対的に評価が低かった。 
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3-5) スタート会場 

 

(1)スタート会場への最終交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-5)(1)は、スタート会場への最終交通手段の度数分布表である。阪急京都線（西京極駅）の利用

が77.1％を占め、臨時市バス（京都駅発）が7.6％という結果であった。 
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(2)スタート会場への応援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-5)(２)は、スタート会場への応援の度数分布表である。76.9％のランナーが応援がなかったと

回答し、1人あったが11.9％、2人あったが5.1％という結果であった。 
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(3)スタート会場の更衣エリア利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-5)(3)は、スタート会場の更衣エリア利用の度数分布表である。わかさスタジアムの更衣テント

内で更衣したランナーは、男性は3.2％のみであったの対し、女性は24.5％あった。 
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3-6) コース設定 

 

走りにくいコース（複数回答）の度数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-6は、コースの中で、走りにくいと感じた箇所があったかについて、まとめたものである。約

３割のランナーが、特に走りにくいところはなかったと回答しているが、これは、それ以外の約7割の

ランナーは走りにくいところがあったと感じたことを意味している。特に指摘が多かったのは、鴨川

（賀茂川）河川敷であった。 

  

下鴨中通折り返し 

下鴨中

中 
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3-7) フィニッシュ会場 

 

(1)フィニッシュ会場の更衣エリア利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-7)(1)は、フィニッシュ会場の更衣エリア利用の度数分布表である。みやこめっせの更衣室で更

衣したランナーは、男性は72.8％のみであったの対し、女性は82.3％あった。 
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(2)おつかれさま広場(みやこめっせ3階)の利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-7)(2)は、おつかれさま広場（みやこめっせ３階）の利用に関する度数分布表である。広場を利

用したランナーは43.4％という結果であった。 
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(3)フィニッシュ会場からの帰りのルート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-7)(3)は、フィニッシュ会場からの帰りルートの度数分布表である。南側まちあわせ広場経由（地

下鉄東山駅方面）が最も多く52.6％を占め、北側待ち合わせ広場経由（シャトルバス方面）は34.0％、

その他（みやこめっせを出て左側の出口）は13.4％であった。 
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(4)フィニッシュ会場での待ち合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-7)(4)は、フィニッシュ会場での待ち合わせの度数分布表である。54.6％のランナーが待ち合

わせがなく、一人で帰ったと回答し、1人あったが22.4％、2人あったが10.6％という結果であった。 
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(5)フィニッシュ会場(平安神宮前)からの最初の交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-7)(５)は、フィニッシュ会場からの最初の交通手段の度数分布表である。地下鉄東西線（東山

駅）が最も多く38.5％を占め、シャトルバス（烏丸御池駅行き）が20.6％と次に多かった。 
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3-8) 京都マラソン2015コース変更の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-8)は、京都マラソン2015のコース変更の検討について認知度をまとめたものである。71.9％

のランナーが、コース変更の検討を知っていると回答した。 
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3-9) コース変更を知った媒体  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 3-9)は、コース変更を知った

媒体の度数分布表である。ウェブ

サイト（PC・タブレット）が最も

多く、次に、友人・知人・家族、

新聞（一般紙）の順となった。 
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3-10) 京都マラソン2014の点数(100点満点) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表3-10)は、京都マラソン2014の点数評価の度数分布表である。約8割のランナーが80点以上の

評価をし、平均点は84.4点となった。男女別では、若干ではあるが、女性の方が評価が高かった。  
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4. マラソン参加  

4-1) 同伴者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4-1)、図4-1)は、ランナータイプと同伴者の分布を示している。1人で参加したランナーが最も

多く、続いて家族、友人・知人との参加が多くみられた。 

  



37 

 

4-2)イベント情報入手経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4-2)、図4-2)は、ランナータイ

プと情報入手経路、性別の分布を示し

ている。ウェブサイトでの情報入手が

多くみられ、広報誌や新聞、雑誌など

紙面による情報入手が次いで多くみ

られた。 

 



38 

 

4-3) 参加理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表4-3)、図4-3)は、京都マラソン2014の参加理由についての分布を示している。京都で行われる

大会だから、観光名所を走ることができるから、という理由が多く見られたことから、京都という土

地に魅力を感じて参加したランナーが多かった考えられる。 

  



39 

 

4-4) 京都マラソン2015の参加予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-4)、表4-4)は、ランナータイプと京都マラソン2015への参加意図、性別の分布を示している。

男女ともにぜひ参加したい、できれば参加したいが9割前後を占めており、今大会に満足したランナー

が多かったと考えられる。 
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4-5) マラソン参加経験 

 

 (1)京都シティハーフマラソン(1994年～2009年)への参加経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-5)-(1)、表4-5)-(1)は、京都シティハーフマラソンへの参加経験についての度数分布を示して

いる。参加したことがあるランナーは約10%であった。 
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 (2)京都マラソン2012(第１回大会)へのランナー参加経験 

 

 

 

 

 

図4-5)-(2)、表4-5)-(2)は、前々回大会（京都マラソン2012）への参加経験についての度数分布

を示している。落選者も含め、参加していないランナーが86.2%と多くみられたことから、新規参加

者が多かったといえる。 
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(3)京都マラソン2013(第２回大会)へのランナー参加経験 

 

 

 

図4-5)-(3)、表4-5)-(3)は、前回大会（京都マラソン2013）への参加経験についての度数分布を

示している。およそ8割のランナーが参加経験なしと答えた一方、2割弱のランナーは2年連続の参加

となっていた。 
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 (4)京都マラソン2012・2013へのボランティア(スタッフ)参加経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-5)-(4)、表4-5)-(4)は、京都マラソン2012・2013でのボランティアスタッフ経験について

の度数分布を示している。97.5%のランナーが経験なしと答えていることから、ボランティア経験と

ランナーとしての参加はあまり関連がないと考えられる。 
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5. ランニング関連  

 

5-1) シューズ所有数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

表5-1)は、ランナータイプとランニング専用シューズの所有数を男女別にまとめたものである。最

も多かったのが0～2足と答えたランナーで、全体の43.5%であった。しかし、ランナータイプ別に

みると男女ともにサブ3・サブ4のランナーはおよそ3割が10足以上であるのに対し、5時間以上・完

走経験なしのランナーは約7割が0～2足であった。自己ベストが速いランナーほど、多くのシューズ

を持っているということがいえる。 
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5-2) ウエア所有数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

表5-2)は、ランナータイプとランニング専用ウエアの所有数を男女別にまとめたものである。男女

ともにどのランナータイプでも、10着以上所有しているランナーが圧倒的に多かった。特に女性では、

最も少ない5時間以上・完走経験なしのランナーでも7割以上が10着以上と回答している。同じラン

ナータイプの男性の10着以上と回答したランナーが41.3％であることを考えると、女性は男性より

も多くのウエアを所有しているという傾向がみられる。 
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5-3)ランニング専用小物類の所有数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

表5-3)は、ランナータイプとランニング専用小物類の所有数を男女別にまとめたものである。男女

で大きな違いがみられ、サブ３・サブ4とサブ5のランナータイプの女性は、10点以上と答えた人が

それぞれ62.9%、50.5%と、男性よりもおよそ20%多く所有している。ウエアと同様に、男性より

も女性の方が多くのランニング専用小物類を所有していることがわかる。 
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5-4) ランニング用品へのこだわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5-4)、表5-4)は、ランナータイプとランニング用品へのこだわりを性別で分類した平均値である。

どのランナーも用品のデザインより機能性の値が高く、またランナータイプが上がるほど高い値とな

っている。以上により、京都マラソン2014に参加したランナーは、機能性を重視していることがわ

かる。 

5 4 3 2 1 0 1 2 3 4 5 

ランニング専門シューズの機能性 

ランニング専門シューズのデザイン 

ランニング専用ウエアの機能性 

ランニング専用ウエアのデザイン 

ランニング専用小物類の機能性 

ランニング専用小物類のデザイン 

5時間以上・完走経験なし女性 

5時間以上・完走経験なし男性 

サブ5女性 

サブ5男性 

サブ３・サブ４女性 

サブ３・サブ４男性 
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5-5) ランニング関連消費支出 

 

 (1)ランニング用品年間支出額(円)の平均値 

 

 

(2)ランニング雑誌・書籍年間購読額(円)の平均値 

 

 

(3)ランニング参加支出額(円)の平均額 
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図5-5)、表5-5)は、ランナータイプと性別による、ランニング関連支出額の平均値をまとめたもの

である。どの項目もランナータイプがあがるほど多くの支出を伴っていることがわかる。また、ラン

ニング用品とランニング参加支出では女性の方が、ランニング雑誌・書籍購読額では男性の方が、多

くの支出を行っていることがわかった。 
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5 4 3 2 1 0 1 2 3 4 5 

私は好きだから走る 

私は楽しいので走る 

私は気持ちが良いから走る 

私の生活の大部分はランニングに関係している 

ランニングは私の生活の中心的な役割を持つ 

私の多くの自由時間がランニングに関わっている 

走っているときに、私は本当の自分になる 

ランニングをしているすがたを見せることによって、

私は多くのことを伝えることができる 

ランニングは、私がどんな人間なのか他人に気付

かせる 

過去に、ランニングをする妨げになることを無くすこ

とができた 

私がすごいと思う人々は、走ろうとするときに直面

する困難に立ち向かう術を知っている 

私はランニングをする上での障害や苦難を乗り越

えていくことを楽しんでいる 

よほど考え直すことがない限り、ランニングが好き

であることは変わらない 

私のランニングに対する信念を変えることは難しい 

ランニングが好きであることを自ら進んで変えるこ

とはない 

私は自分の人生に幸せを感じている 

5時間以上・完走経験なし女性 

5時間以上・完走経験なし男性 

サブ5女性 

サブ5男性 

サブ３・サブ４女性 

サブ３・サブ４男性 

5-6) ランニングへの取組 
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図 5-6)、表 5-6)は、ランナータイプとランニングへの取組、性別の平均値をまとめた表である。

全体として「気持ちが良いから」「楽しいから」「好きだから」といった感情による値が 4.00 を超え

ており、京都マラソン 2014 に参加したランナーの多くは走ることを楽しんでいるといえる。 
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6. 自由記述意見 

 回答者 4,483 人のうち、62.5％の 2,805 人から自由記述意見をいただいた。その中で、特長的な

意見を以下のとおり、20 のカテゴリーに分け列記する。また、より良い大会運営を目指し、次回大会

に向けた対応策等についても併せて記す。 

 

 

（１）エントリー 

抽選の発表時期を早くしてほしい。落選した場合、他の大会のエントリーに間に合わない。 

個人ごとの抽選なので、仲間でのまとまった参加がしにくい点を改善してほしい。 

一人ずつしか申込みできず、主人は抽選にもれました。家族や仲間でのエントリーなど、複数人

エントリーができるとうれしいです。 

京都市民枠を増やしてくれたことで市民としての盛り上がりは高く、周りに参加者が多いことで

京都マラソンへの理解度が高まったように感じます。 

参加者名簿がなくネット検索できるのは便利でした。 

参加者名簿を作らず、ペーパーレスに取り組まれたことに非常に共感します。 

 

【次回大会に向けて】 

ご家族や友人同士でまとまってエントリーいただけるよう、新たにグループエントリーを導入し

ます。また、抽選結果発表日についても、これまでの「上旬」といった範囲ではなく、具体的な発

表日をあらかじめ定め、大会参加の計画が立てやすくなるよう努めます。 

 

 

（２）広報 

大会前からホームページの充実ぶりに感心していました。 

抽選に当選してからホームページをほぼ毎日閲覧していました。他のどの大会のホームページよ

りもセンスが良く、そして、おもてなしの心が伝わってきました。 

参加案内書にスタート会場の各トイレの数が書いてある、各会場への交通手段や所要時間が案内

してある等、ランナーが必要とする情報がきちんと記載してあり、とても親切でした。 

 

【次回大会に向けて】 

２０１５大会ホームページでは、新着情報やよくある質問を「ランナー」や「ボランティア」と

いったカテゴリー別に分けるとともに、前回大会のフォトギャラリーを新設しました。引き続き、

分かりやすくきめ細かな情報発信に努めてまいります。 
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（３）ランナー受付 

雪で京都入りが遅れたことへの配慮（ランナー受付時間延長）も迅速で助かりました。 

ランナー受付で、「千葉県から大雪のなか大変でしたね」と声をかけていただき、今までの疲れ

が吹き飛び、「あ～京都にきて良かったなぁ」と心から思いました。 

コース上の積雪情報や、開催有無、またゼッケン引換の時間延長等が土曜日朝の時点（午前 9 時

頃）では発表がなかったのはちょっと残念でした。 

遠方からの参加者は、可能であればマラソン当日に受付をしてもらいたいです。 

 

【次回大会に向けて】 

関東地方を中心とする大雪により交通機関の乱れが生じ、ランナー受付締切を当初予定の 19：

00 から 22：00 に延長する旨を、大会前日、土曜日の 10：30 に発表しましたが、今後は、こう

した事態の際は、より速やかに発表できるよう努めてまいります。ランナー受付については、大会

当日にスタート会場で行っている大会もありますが、定員１６，０００人の京都マラソンにおいて

は、西京極での受付は時間的、スペース的に困難であると考えております。 

 

 

（４）おこしやす広場 

2 階の屋台などが思いのほか楽しかったので、来年落選しても、あれだけでも行きたいなーって

感じです。 

今まで参加した大会の中で、おもてなしの心を一番感じました。前日受付での応対、名店の食事

がリーズナブルな値段で食べれて、うれしかったです。 

みやこめっせの出展ブースも昨年とあまり変化がないように思いました。もう少し工夫があると

いいと思います。 

ブースの割り振りが悪いのか通路が狭くて混雑し、見たいけど見れない状態でした。 

参加費が高い割に、おこしやす広場のスポンサーブースの規模が小さく少ないため、ちょっと盛

り上がりに欠ける印象でした。 

京都マラソンが東日本大震災の支援をしていることをみやこめっせで初めて知って、さらに京都

マラソンが大好きになりました。 

 

【次回大会に向けて】 

 京都らしさを感じていただくとともに、京都マラソン出走のワクワク感を演出できるよう、更に

盛り上がる会場づくりに努めてまいります。 
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（５）参加賞・オフィシャルグッズ 

参加賞の BUFF も良いですね。とても素敵で今後ずっと使用したい。他の大会は T シャツばか

りですので。 

参加賞の BUFF がよかった。みんなが、思い思いの形でワンポイントとして使っていた。 

各大会のＴシャツコレクションが楽しみであっただけに、今回の参加賞は大変残念でした。T シ

ャツが欲しかったです。BUFF は一年中付けられないのが弱点。 

参加賞が T シャツでなかったうえに、オフィシャルグッズの T シャツが売り切れていたのが残

念だった。 

オフィシャルグッズをもっと充実させてほしい。 

 

【次回大会に向けて】 

参加賞は、寒さ対策を含め多彩な使用方法がある BUFF を次回大会でも継続配布させていただき

ます。なお、T シャツを希望される方にお応えすべく、オフィシャルショップでの T シャツ販売等

を充実できるよう取り組んでまいります。 

 

 

（６）スタート 

ホテルの朝食時間をもう少し早めていただけると嬉しいです。例えば 5 時 30 分から。 

スタート前の西京極駅の混雑が年々緩和されている。 

京都駅からの市バスの臨時便はとても良かったです。台数が増えれば、更にうれしい。 

大会開催日を 2 月にしたのなら、防寒対策にスタート地点の更衣エリアをもう少し暖かくしてほ

しい。 

スタート会場の女子トイレが少ないと思います。男子はすいているのに、女子トイレは長い列が

できていました。 

スタート会場でのスタッフの声かけによるトイレ案内は非常に素晴らしいと思った。 

今までに参加した大会（都市マラソン、地方都市マラソンなど）の中で一番良かった。スタート

直前に、男子トイレが混雑していたので空いた女子トイレを臨時開放したり、ゴミ箱の場所がわ

からなくてボランティアに尋ねると「私が捨てておきますよ」とゴミを預かってくれたりと、運

営の質の高さには感動させられた。 

荷物を預けてからスタートまで 30 分以上、寒い中整列していました。 

スタート地点の整列が清々として世界第一。割り込みが出来なくて良い。 

補助競技場にはセレモニーのアナウンスが聞こえず、黙とうをしているのを全然知りませんでし

た。サブグラウンドのスピーカーに音が通ってなかった。 

スタートゲート下のマットで転倒する方が複数おりました。 
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【次回大会に向けて】 

ホテルの朝食時間については、前倒し開業の協力依頼を行っているところですが、各施設の仕様

や営業形態上、課題があることから、実現に至っていないホテルがあるのが実情です。スタート会

場の更衣室や女子トイレ数については、充実を検討してまいります。補助競技場のアナウンスにつ

いては、放送施設の不具合が原因で、ご不便をおかけしました。次回大会での改善を図ります。ま

た、スタート地点のマットめくれについても、雨天対応が不十分であったものであり、改善を検討

しているところです。 

 

 

（７）給水・給食、沿道トイレ、サイン表示 

給水・給食等は１か所当たりのテーブル数が多く、取り損ねがないのは非常にありがたいです。 

給水所でのコップ手渡しが非常に慣れていて受け取りやすかった。水の量もコップ半分位で丁度

良かった。 

生八ツ橋は最高のフードです。エネルギー源で、甘くて、柔らかくて、手が汚れない。その上、

京都らしい。多分、史上最高のマラソンフードです。 

オレンジは初めてエイドで食べましたが、ほんと体の疲れが取れますね。 

給食は、塩分のある物がもう少し欲しいと感じました。例えば、京漬物など。 

寒い時期なので、温まるもの（ぜんざい、スープなど）を検討して下さい。 

エイドとトイレの数と案内サインの数がとても豊富で、安心して走ることができるのも魅力の一

つでした。 

他の大会と比較して、京都マラソンのすばらしい点は、給水やトイレの案内表示が非常に分かり

やすいことです。 

多様な掲示板が異常に見やすかったです。掲示位置、大きさ、掲示場所、絶妙だと思います。こ

んなに掲示物がはっきりと目に入ってくる大会知りません。スタッフの皆さんがよく考え研究さ

れているのだと感じました。 

沿道の応援、きめ細かな距離表示、トイレ案内のおかげで本当に気分よく安心して走ることがで

きました。そこまでやるの？と思うぐらい親切なレースでした。 

マラソンでクレームになりやすいトイレについては、十分あり、スムーズだったと思います。 

トイレを頻繁に設置していただけたのはありがたいですが、やっぱりどこも並んでいました。場

所によっては、もっと増やした方がいいのではないでしょうか。 

渡月橋や大文字山の案内サインをみてテンションがあがりました。 

コース上の観光名所の案内板は、他県からのランナーへの良い気配りだと思います。 

 

【次回大会に向けて】 

給食メニューについては、今回、オレンジやパンなど充実を図ったところですが、更なる充実に

向け検討してまいります。また、コース上のトイレについても、各トイレの使用実績を踏まえ、基

数の充実を図るとともに、観光案内サイン（ビューポイント）についても、増設を検討するなど、

楽しみながら走っていただける環境づくりを推進します。 
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（９）救護 

医療救護のサポーターの AED の旗が大変見やすかったです。 

転倒された方への救護の早さにびっくりしました。 

ボランティアの方が二人がかりで私を介抱していただき、30 分近くもマッサージ等していただ

きました。今、こうしてメッセージを書いていても涙がでてきます。 

 

【次回大会に向けて】 

引き続き、救護体制の充実を図り、安心・安全な大会運営を目指します。 

 

 

（１０）仮装・ニックネームゼッケン 

仮装ランナーがいないことで、全てのランナーが全ての応援者に応援してもらえてると感じるこ

とが出来ました。 

全体としてコースが狭く、なるほど仮装禁止のわけも理解できました。 

市民マラソンなので、仮装を認めても良いのではと思いました。 

ニックネームゼッケンでの参加だったので、沿道の人々の声援に 100 倍の元気をもらいました。 

今回ゼッケンに名前を入れる取り組みをされましたが、応援する側もされる側どちらにとっても

良い企画だと思いました。ニックネームを呼んでくれる人が多く、沿道の応援がうれしかったで

す。 

大会コンセプト「東日本大震災復興支援」「DO YOU KYOTO ?」は、とても大きく深いコン

セプトと感銘を受けています。背中のゼッケン「3.11 忘れない」「今、私にできること」「一

歩ずつ前へ」は、マラソン 30km 過ぎの苦しいときに、心に沁みました。この背中ゼッケンの

「仕掛け（言葉）」を考えた運営者のセンスは、さすが京都！素晴らしいと感じました。 

 

【次回大会に向けて】 

コース幅が広くないこともあり、仮装しての出走は引き続き禁止させていただきます。なお、沿

道からの応援の盛り上げを図る取組として前回新たに導入しましたニックネームゼッケンは、好評

につき、次回大会でも継続実施してまいります。 
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（１１）コース（宝ケ池通・狐坂） 

狐坂がなくなれば、高齢者や私のような膝を痛めた者でも足への負担が軽減され、より走りよい

大会になると思います。 

市民マラソンで、狐坂のような過酷な場所を走らせるのはおかしいと思う。狐坂の変更は英断だ

と思います。 

大阪マラソンは「南港大橋」、神戸マラソンは「神戸大橋」、奈良マラソンは「天理市への峠」

等々、代名詞と言える難所があるものだと思います。「狐坂」は京都マラソンのシンボルとして

ぜひ残してほしいと思います。 

宝ケ池トンネル内を走行しているとき、どこからともなく「がんばるぞー！」という掛け声が聞

こえました。その直後、周りのランナーが「おー！！」と歓声。それが終わると、また誰かが「が

んばるぞー！」と掛け声。それに対する歓声。ランナーの歓声がトンネル内に共鳴し、幻想的な

雰囲気になりました。こんな体験ができるのは京都マラソン以外にありません。 

 

【次回大会に向けて】 

宝ヶ池通の狐坂については、市民マラソンにおいては厳しすぎるとのご意見が多く、より広範囲

の方に参加、そして完走いただける大会を目指す観点から、次回大会においてコースからなくすこ

ととしました。一方、京都マラソンのシンボルとして残すべきとのご意見もいただきましたが、コ

ース変更により、新たに、まちなかや府立植物園といった魅力が加わったと考えておりますので、

ご理解いただけたら幸いです。 

 

 

（１２）コース（鴨川（賀茂川）河川敷） 

30km 付近の鴨川沿いの土の上を走らせていただけたのは、とてもありがたかったです。痛みが

足に来ていたので、雨上がりのソフトな土の感触は涙が出るほど嬉しかったです。 

賀茂川沿いのコースは非常に狭い道幅ですが、京都を走っている気分が最も高まりました。アス

ファルトではないし、ふかふかしていて足が癒されました。急に視界が開けて、気分転換もでき

ました。 

ぐちゃぐちゃになっていることを覚悟していた賀茂川の河川敷も、おどろくほどきれいで吃驚！

スタッフの方々がきれいに整備してくださったと後で聞き、感動いたしました。 

河川敷の未舗装の道を走るのは気持ちよかったが、今回のように前日に雨が降ったりすると柔ら

かくて走りにくかったです。 

大都市マラソンで河川敷を走るのはどうかと思う。 

 

【次回大会に向けて】 

  鴨川（賀茂川）の河川敷については、山紫水明の京都を象徴する環境であるとともに、京都を代

表するランニングコースでもあります。この点に加え、立体交差の少ない京都において、河川敷は

立体交差の機能を有することから（上の橋を車両が通行可能）、河川敷をコースに取り入れていると

ころです。雨天時の課題はありますが、少しでも走りやすい環境整備に引き続き努めてまいります。 
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（１３）コース幅、定員 

参加人員の 16,000 人という数は、ちょうどいい人数だと思います。 

来年は参加枠を更に拡大し、より多くのランナーが参加できるようにしてほしい。 

京都市民枠を 3,000 人くらいに増やしてほしい。総数は 20,000 人くらいでもいけると思う。 

コース幅が狭いので最初から最後まで追い抜くのに神経を使いました。申告タイムを偽った方が

前方スタートでゆっくり走ってるのも原因の一つかもしれません 

スタートブロックを、目標ではなく厳密に近年の実績別にするなどして、渋滞を緩和するように

するしかないように思います。 

コースが狭くて追い越すのが大変でした。やはり一車線部分はしんどいですね。私はどちらかと

いえば後半型なので苦労しました。参加人数はこれ以上増やさないで欲しいです。 

やっぱり 1000 人増えた分、スタート前の渋滞が多かったと思います。ランナーに「歩く場合

は、徐々にスピードを落として、道路の端っこで歩く」ようにアナウンスしてほしいです。 

道端が狭くて人が多くペースを上げたくても難しいときの対処法を考えてほしい。例えば、周り

の人のペースより自分が遅いときは左側へ、といった方法など。 

とくに１車線しかないところはかなり走りにくかったのでストレスでした。交通規制による渋滞

の問題があるでしょうが、１年に１度の大イベントですから、参加人数をもっと増やして参加し

たい人はみなさんできるようにしてもらい、もっと広々としたコースにして気持ちよく走れるよ

うにしてもらえればもっともっとよい大会になると思います。 

コース中に急に立ち止まり写真撮る、仮装以上に危険な行為です。パンフレットや WEB、スタ

ート前の注意事項としてマナー提起して欲しいです。 

当選確率は下がりますが、人数を減らした方が、「安全」のためかと考えます。 

 

【次回大会に向けて】 

コース後半でコース幅が狭くなるところ（北山通や下鴨中通）では、歩くランナーがいる中でも、

追い抜きしやすいよう、「歩く方は左」というサインを設置したところですが、それでも走りにくい

との感想を多くの方が持たれたようです。次回大会では、サインの拡充を図るとともに、大会ホー

ムページや参加案内パンフレットでも告知の強化を図り、走りやすい環境整備に努めます。また、

スタート地点での整列方法についても、より走力にあった整列実現をめざし、過去 3 年間に出走経

験のある方を優先し、初マラソン等の方は、後方ブロックスタートとなるよう、ランナー募集要項

の見直しを行いました。 
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（１４）コース設定（今後のコース変更） 

コース改良がなされるのであれば、なお素晴らしい大会になると思います。新コース第１回目も

是非走ってみたいと思っています。 

思い切ったコース作りを期待します。折り返しが多く、その点に関しては走りにくさを感じまし

た。 

京都マラソンという名称からイメージすると、四条通りや河原町通りなどの繁華街エリアがコー

スが入っていてほしいなと以前から思っています。 

後半の銀閣寺に向かっているのぼりが一番きついので、変更するならそこを考えてほしいです。 

完走したあとはもう走りたくないと思ったが、しばらく経ってこういったコースも面白かったか

なと思い直している。 

 

【次回大会に向けて】 

コースのあり方については、さまざまなご意見をいただいております。それだけ、京都マラソン

に期待いただいているものと真摯に受け止めておりますが、京都は、大都市でありながら景観政策

上、立体交差が少なく、また、職住接近のまちでもあることから、市民生活や自動車交通に大きな

影響を与える市民マラソンの開催には不利な環境にあるといえます。よって、コースを抜本的に見

直すことは、容易なことではなく、将来的な課題と認識しております。 

 

 

（１５）フィニッシュ 

市長がゴール地点で完走者一人ひとりに袴姿で握手されていたのは、非常にうれしく、おもてな

しを受けた気分になりました。 

フィニッシュ時の給食メニューを増やしてほしい。バナナとみそ汁だけでは、少し物足りないで

す。 

お豆腐入り白味噌のお味噌汁が京都らしく、とても美味しく、疲れた体に沁みました。量が多か

ったら、もっとうれしかったです。 

バスタオルを肩に掛けてくださり、荷物置き場までの寒さ対策（ジェットヒーター）もとても良

かったと思います。完走メダルも首にかけってくださり、頑張れた喜びを感じました。 

一番残念だったのが、フィニッシュ後の荷物の受け取りエリアに屋根がなく、荷物が野ざらしに

なっていたことでした 

前回よりは短くなったが、それでもフィニッシュ後、更衣室入口までが遠いです。 

舞妓はんと記念撮影ができるのは、京都ならではの素敵な企画だった。 

女子更衣室は室内暖房してあり、絨毯だったのでゆっくり座ることもできて良かったです。また、

足湯が最高でした。 

おつかれさま広場はランナー限定にするのではなく、一般、少なくともランナーの家族は入場で

きるようにして欲しい。冬の待ち合わせは、やはり建物の中にしてほしいです。 

応援の家族がフィニッシュ周辺で待つときに今年は屋外であった。今年は天候がよかったが、昨

年のように雨だったら雨をしのぐ場所がない。何とか知恵を出してほしい。 

必ず座れる 100 円シャトルバスが素晴らしかった。 



60 

 

 

【次回大会に向けて】 

フィニッシュ会場の岡崎一帯には、平安神宮をはじめとする観光名所や美術館、図書館、動物園

といった集客施設が多数存在します。マラソン開催に当たっては、これらの施設との共存が不可欠

で、ランナーの導線、応援者の待機場所、帰路ルートといった複合的要素を、少しでもスムーズに

設定できるよう、これまでの開催実績も活かしながら、検討を重ねてまいります。 

 

 

（１６）完走記念品、完走証 

メダルがもらえることを知らず、首にかけてもらった瞬間、恥ずかしながら泣いてしまいました。

この年になってこんな経験ができたのは、本当に幸せです。 

完走メダルやフィニッシャータオルも、デザインのセンスが良く、うれしかったです。 

フィニッシュ地点でのタオルは冷え防止にとても役立ちました。 

メダルの形やリボンの色が毎年違うと嬉しいです。 

メダルの裏のプレートを貼るところに不満があります。購入してプレートを貼らないと未完成の

ような感じになる。 

完走証も後日ではなく、本当は当日に欲しいです。 

順位が早く知りたいので当日に記録証がほしい。 

 

【次回大会に向けて】 

完走メダルについてはデザインの一新を検討しております。また、完走証についても、参加者数

が 16,000 人と多い大会ではありますが、当日発行ができないか、検討を行いたいと考えておりま

す。 

 

 

（１９）ランナーアンケート 

事前送付の参加案内パンフレットに、前年からの改善点が書かれていて、参加者の声を大切にし

ている姿勢が感じられ、好感をもてました。 

毎年このようにアンケートを実施されて、大会を良くしていこうという意思を感じます。 

このアンケートの問題数が多すぎます。最初に何分くらいの時間がかかるか明記して欲しかっ

た。 

 

【次回大会に向けて】 

アンケートへのご協力ありがとうございます。より良い大会運営のため、様々な質問を設定させ

ていただいております。次回からは、回答に係る時間の目安をあらかじめお示ししたいと考えてお

ります。 
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（２０）大会運営全般 

ボランティアや沿道の方の応援が温かく、苦しいときに「おきばりやす」の声で支えられました。 

ボランティアスタッフの方々の意識の高さに終始感心しておりました。 

やはりなんといっても京都マラソンの質の高さは、関わる人達の質の高さによるものだと感じま

す。 

初マラソン大会を京都で走らせていただき、大変満足しました。あらゆる面で手配がいきとどき、

全体として京都マラソンの運営は完璧だと感じました。この京都での初マラソンがとても充実し

たため、これからもいろんなマラソン大会に参加したくなりました。ありがとうございました。 

今回で２０回目のフルマラソンでした。「京都マラソン２０１４」は、私にとって一番心に残る

大会になりました。 

これまでに 80 回以上マラソン大会に参加していますが、ボランティアスタッフの対応は、一番

良かったと思います。フレンドリーで頼もしく、元気で明るく、本当に参加してよかったと思え

る対応でした。 

かゆい所に手が届くような、至れり尽くせりの運営者の細やかな配慮に大変満足しております。

どんどん進化している京都マラソンこれからも期待しています。 

フィニッシュ後の味噌汁サービス、給食やトイレ表示のわかりやすさなど、昨年よりどんどん改

善されている点に感動すら覚えます。 

今まで何度となく国内、海外の大会に参加しましたが、間違いなく、ベスト３に入る素晴らしい

マラソン大会だと思います。よく鍛え上げられた運営だと思います。これだけの大規模都市型マ

ラソンでのスムーズな運営は、今まで経験がありません。 

 

【次回大会に向けて】 

京都マラソンは、ランナー、応援者、スタッフが、それぞれ主役になるような大会運営を目指し

ております。関わる方々の満足度が更に高まり、満足度日本一のマラソン大会となるよう、今後と

も、安心安全な大会運営はもとより、創意工夫を重ね、オリジナリティあふれる大会運営を目指し

てまいります。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都マラソン 2014 マネジメント・リサーチ・チーム 

同志社大学スポーツ健康科学部 教授 二宮浩彰 

龍谷大学経営学部       教授 松永敬子 

立命館大学スポーツ健康科学部 教授 長積 仁 

 

データ分析チーム 

同志社大学スポーツ健康科学部スポーツ・マーケティング研究室 

マラソン調査研究チーム 

   研究代表 二宮浩彰   辻 和真（二宮ゼミ学部生）  石田理都（二宮ゼミ学部生） 

 


